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国見町公民館

人 口 と 世 帯 数

男　　5  , 791人

女‘　　　6  , 1 35人

計　　1  L926人

世 帯数　2  , 640世帯

４７．４．１ 現 在

※ 経歴放送

ＮＨＫラジオ第１

４月陶日午前凵時55 分～旧時

４月?O 囗午後ら時50分～了時

そ
ろ
つ
て
投
票

い

た
し

ま
し
よ
う

福島県知事選挙

※政見経歴放送

ＮＨＫ総合

４月20 囗午後 ア時30分～ ア時59分

ラジオ第１

４月18日午前ア時 巧分～ 叩部O 分

F T V

４月16 囗午前川時15分～

F C T

４月16日午前８時々5分～

R F C

４月15 日午後10時　　 ～

明
正
選
挙
推
進
に
つ
い
て

公

民

館

長

推
進
委
員
長

佐

藤

善

次

郎

た

だ
今

県

知

事
選

挙

が
顔

で

あ
り

ま
す

の

で
、

こ

の
よ

う

な

こ

と
を

書

く
の

ぱ
、

い

さ
さ

か

泥

縄

の
謗

を

ま

ぬ

が
れ

ま
せ

ん

が
、
明

る

く
正
し

い

選

挙
の
実

現

を

希
求

す

る

の

あ
ま
り

、

敢

え
て

ペ

ン
を

と
り

ま
し

た
。

私

ど
も

は
、

敗
戦

と
い

う
体
験

を

へ
て

、
私

ど

も

の
政
治
形

態

に
民

主

主
義

を

え

ら
び

ま
し

た

し

か
し

民
主

主
義

は
、

こ
れ

を

運

営
す

る
国

民

の

生
活

の
全

体

が
民

主
主

義

に
な

っ
て

は
じ

め

て

実
現

さ
れ

る
も

の

と
信
じ

ま

す

。
各

自

の
家

庭

や
職

場

に
、

お

互

の
人

格
を

尊

重
し

、

寛
容

と
協

調

と
を

心

が
け
、

社
会

正

義

を

実
行

す

る
勇

気

が
な
け

れ

ば

、

民

主
主

義
は

実
現

い

た
し

ま
せ

ん
。

換

言
す

れ

ば
、
国

民

の

一
人

一

人

が
立

派

な
社
会

人

と
し

て
、
』
貝
任
の

あ

る
行

動
を

要

求

さ

れ
る

わ
け

で
す

。

そ
し

て

民

主
主

義

は
単

に
理

解

す
る

だ

け

で

は
達
成

さ
れ

ま
せ

ん
。

そ

れ

が
行
動

に
う

つ

さ
れ

て
、

は
じ

め
て

民

主
主

義

の
理

念

が

生

か

さ

れ
る

わ
け

で
す

。

特

に
公

明

選

挙

に
際
し

て
、

こ

の

意
味

を

強
調

し

た

い
と

思
い

ま

す
。

民

主
主

義

の
顕

現

に

は

、

選

挙

こ
そ

も
・つ
と
も

よ

い
現

場

で

あ

る
と

考

え
ま
す

。

選

挙

に
は

買

収
供

応

が
つ

き

ま

と
っ

て
い

る
現

実

は
、

そ

れ

ら

の
悪

質

な

違
反

を

行
な

う

候

補
者

や
、

運
動

員

の
存

在

と

と

も

に
、

そ

の
違
反

を
受

け

入

れ

る
社

会

の
基

盤

や
、

底
流

の

あ

る
こ

と

を
深

く

考
え

ね

ば
な

り

ま
せ

ん

。
こ

の

底
流

を
抹

殺

し

な
い

か
ぎ

り
、

い

か
に

法
津

が

整
備

さ
れ

て
も
、

所

詮

ザ

ル
法

に
し

か

す

ぎ
ま

せ
ん

。
違

反
者

の
厳

罰

も

勿
論

で
す

が
、
こ

れ

は
物

の

表

側

だ
け
で

あ

っ
で

、

そ

の
裏

側

の
国

民

の
自

覚
、

即

ち

主
権

者

意
識

の

向
上

こ
そ

、

最

も
重

要

で

あ
る

こ

と
を
忘

れ

て

は
な

り

ま
せ

ん
。

そ

う
す

る

に

は
先

づ
買

収
や

情

実

や
義

理

や
人

情

に

と
ら

わ
れ

る
こ

と
な

く
、

自
分

の

真
実

の

一

票

を
託

す

る
に
足

る
人
物

を

見

か
け

る
だ
け

の

教
養

と
識

見

が
必
要

に
な

っ
て

ま
い

り

ま
す

こ

の

こ

と

が
常
時

啓
発

の

基
本

を

な

す

も
の

で

あ
り

ま
す
。

そ

し

て
こ

の
運

動

は
、

一

つ

の

大

き

な
国

民
運

動

で

あ
り

ま
す

か
ら
、

い
や

し

く
も

道
義

や
秩

序

に

背

む
く

よ

う
な

言
動

は

厳

匕

い

ま
し

め
、
一

党

一
派

に
偏

に
す

る
よ

う

な
こ

と

が
あ
っ
て

は
な
り

ま
せ

ん
。

も

う
一
つ

は

臨
時
啓

発
の

問
題

で

あ
り

ま
す

。
こ

れ
は
当

面
す

る
選

挙

に
対

す
る
運

動

で
あ
り

ま
し

て

、
現

時
点
で

は
知

事
選

挙

に
対
す

る

啓
発
活

動

に
な
り

ま

す

が
、
選

挙
の
性

格

か
ら

考

え

て
買

収
等

の
悪
質

違
反

は
、

第

二
義

的
に

考
え

て
よ

にい
と
思

い
ま
す

。
第

一

に
は

何
と
い

っ

て

も
投

票
率

の
向
上

に
あ
り

ま

す
。
投

票
す

る
こ

と

が
県
政

に

参

与
す

る
、

基

礎
条
件

で

あ
る

こ
と

を
考
え

ね

ば
な
り

ま

せ
ん

棄
権

は
県

政
に
参

与
す

る

権
利

を
、
自

ら
放

棄
し

た
も
の

で
す

ら
、

誰

が
ど
ん

な
県

政
を
布

か

れ
よ
つ

と
文

句
は
言

え
な

い
わ

け
で
す

。
要

す

る

に
棄
権

は
自

ら
主

権
者

の

地
位
を

放
棄

す
る

こ

と
に

な
る

わ
け
で

す
。

又

投
票

と
い

う
行
為

に
よ

っ
て

政
治

に
対

す

る
関

心
と
意

識
を

深

め
、

政
治

教
育

の
実
際

の
機

会

に
な

る
こ

と
も
忘

れ
て
な
り

ま
せ

ん
。

ト

ー
マ
ス

ー
マ
ン
の

言
葉

に
「

選

挙

を
軽

べ
つ
す

る

人
間

は

、
結

極
軽

べ

つ
に
値

す

る
歇
治

し

か
持
つ

こ

と

が
で

き

な
い
」

と
。

私

ど
も

は
よ
り

よ

い
民
主

政
治

の
実

現

の
た

め
に

一

票
で

も
多

い
投

票

を
念
願

し

て
や
み

ま

せ
ん
。

同

時
に
町

内

各
種
団

体

の
積

極
的

な
ご

協
力

を
お
願

い
い

た
し

ま
す
。

くにみ



意

欲

的

に
住
み
よ
い
町

づ
く
り
を
推

進

待
望
の
町
民
体
育
館
建
設

569 , 0 0 0 , 0 0 0円
(昭和47年度一般会計予算)

三
月

の

定

例
町

議

会

は
十

八
日

に
開
会

会

期
を

六
日

閧

と

決

定

し
、

四

十

七
年

度

予

算
を

含

む

二
十

九

の

議

案
を

可
決

確

定

閉

会

い

た
し

ま
し

た

四

十

七
年

度
予

算

は

別

表

の
と

お
り

で

す

が
、

予

算

編
成

方

針

は
、

健
全

財
政

を

堅

持
し

な

が
ら
重

点

事

業

の
計
画

策
定

の

基

本
方

針
に

の

っ

と

り

、

意

欲
的

に
夕

住

み

ょ

い
町

づ

く
り

力
・

を

推

進
す

る

こ

と

に

留

意

し
、

積

極
的

な

投

資
的

事

業

の
拡

大

を

ぽ
か
り

、

住
民

福

祉

の

向
上

に

つ

と

め

て
お
り
ま
す
。

昭
和
四
十
七
年
度
主
な
事
業

は
次
の
と
お
り

コ

長
裃
水
産
業
費

一
四
二
、
〇
四
一
千
円

米
桑
園
造
成
事
業
補
助

一
、
三
〇
〇
千
円

や
水
稲
育
苗
セ
ン
タ
ー
設
置
事

業
補
助
　

三
、
〇
〇
〇
千
円

米
草
地
造
成
事
業

气

七
三
四
千
円

や
農
地
費
の
団
体
営
事
業

（
農
道
補
修
整
備
等
）

四

三
、

〇

四
〇

千

円

さ
咼
速

道

関
連

事

業

コ

一
、

一

五
〇

千

円

米
林
道

工

事
費

二
五

、

一
五

八

千
円

一

、

教
育

費
コ

ニ
七

、
四

三

一

千
円

米
県

重
要

文
化

財

指
定

の

古

民

家

移

築

保
存

費
六
、

八
五
〇

千

円

米
町
民

体

育

館
建
設

事

業

費

六
四

、

三
五

五

千
円

一
、

土

木

費七

五
、

五
〇

三

千
円

米
道

路
橋

梁

費

（
町

道
舗

装

、
改

良

等

）

五
一

、
〇

二
九

千
円

米
公

営
住

宅
建

設

費

一
三

、

六
三

六

千
円

一
、

総

務

費六

九
、

二

二
九

千
円

さ
父
通

対

策

費一
、

四

六
〇

千

円

＊

町

史
編

さ

ん
費

（

第

二
年

度
目

）

二
、

一

六

一
千

円

一

、

民
生

費四

二
、

五

七

五
千

円

老

人
、

児

童
の

福

祉
費

を

重

点

的

に
計

上

匸

衛
生

費三

八
、

一

四

八
千

円

米
予

防

費

二
、

三

九

三
千

円

米
公
立
藤
田
総
合
病
院
組
合

負
担
金

七
、
七
六
〇
千
円

米
貝
田
簡
易
水
道

七
、
七
七
五
千
円

米
口
ｔ
ド
パ
ッ
カ
ー
購
入
費

（
ゴ
ミ
運
搬
車
）

二

九
〇
〇
千
円

米
伊
達
衛
生
処
理
組
合
負
担
金

四
、
四
八
九
千
円

一
、
消
防
費二

二
、
七
一
五
千
円

以
上
の
と
お
り
、
人
間
尊
重

を
基
調
と
し
た
、
豊
か
な
町
づ

く
り
と
環
境
保
全
整
備
を
め
ざ

し
て
編
成
し
ま
し
た
。

次
に
主
な
議
案
の
内
容
は
次

の
と
お
り

困
国
見
町
老
人
医
療
費
の
助
成

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
国
保
の
被
保
険
者
、
社
会
保

険
各
法
に
よ
る
被
扶
養
者
で

七
十
五
才
以
上
の
老
令
者
が

療
養
を
受
け
た
場
合
そ
の
負

担
額
を
町
で
補
助
を
行
な
う

制
度
を
制
定
七
だ
も
の

㈲
国
見
町
肌
児
医
療
費
支
給
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

満
一
才
ま
で
の
乳
児
が
療
養

を
受
け
た
場
合
そ
の
負
担
額

を
町
で
補
助
を
行
な
う
制
度

を
制
定
し
た
も
の

困
教
育
委
員
会
委
員
任
命
に
肩

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
　

教
育
委
員
会
委
員
武
見
弥
八

郎
さ
ん
の
死
亡
に
よ
る
後
任

と
し
て
大
字
藤
出
　
奥
山
亀

一
さ
ん
を
任
命
し
た
も
の

Ａ
写
真
　

奥
山
亀
一
さ
ん
Ｖ

昭和艀年度

国見町一般会計歳入歳出予算
C単 位千 円り

ｉ　 廱　 入　 の　 状　 況

区　　　　　 分 �本年度予
算額 �

前年度
予算額 �増減

率

町　　　　　　 税 �92 , 圓 7�70,488 �30,5
地 方 譲 与 税　

■　　　-　a　　　ふ　
－

自 動 車 取 得 税 交 付 金 �6,

皿0
�6,500 �6,400 � 匸６

地 方 交 付 金 �2 1 2 j34�168,8躬�25 て

交通安全対策特別
交付金 �

口0� 巧0�回，３

分担金及び負担金
使用料及び手数料
国 庫 支 出 金 �36,438 �　

１匸 引 ２

一 一‥- →-‥一
乙 澀8　1

 0 , 9囗
�205,9

一 一 一

△| 亀 ２ﾐ

←･　---　6卵--　

－　39

淙

△80.8

一一iW㎜ 皿　 ㎜■

�６石4
�　18,489一一　一一　

几4 邨県　 支　 出　 金 ��　と)6,878
一 一一 一

5,821-
－　

も855

財　 産　 屐　 人 � 匸旧2
寄　　 付　　 金　

一一　　一繰　　 入　　 金 �1
膕

�37､880 �囗ゐ10�229コ
続　　 越　　 金 � 匸皿0�　 虱 叩0

＿ ＿　
旧, 川 �

△乃,０
諧　 収　　 入 �27 , 096 ��102,6
町　　　　　　 債 �似 叩0�八000 �　109ゐ

－　 －
44 お廱　 入　 合　 計 �569,000�393 ｡ 673

歳　　 出　　 の　　 状　　 況

区一　　　　　 ょ　 ： 本 年 度　
勿　　 予 算 額

人　　 件　　 費　126,325

物　　　 件　　 ． 費　　ｱﾌ,  347　

㎜　　　　㎜　--　〃　　　●維 持 補 修 費　9  ､ 99 1��

前年度
予算額 �増減率

��1 03 . 1 59�∠2ゐ
��う3,059�45,8
��　　う , 7 1 2_＿＿　　

2  ,  555

－ ㎜W　--　-㎜-
50, ぼ)

一 一　
にﾋ)も2 託

㎜■■　　w㎜･　108
 ,  788

一一　　--　45
 ,  468 �74

汨
扶　　 助　　 費

１　１６囗07
‥　　　　　- ‥　 －－-- 一 一
補　 助　 費　 等l 53  . 4 02 ���530

 ,  4

一 一　 一一一
E4

普 通 建 設 事.業 �245 . 623 ��　59つ
－ 一一

に3

一一　一
閇

］

1 に) 補 助 事 業 目 ンム222　　
－　 一一　(2)

単 独 事 業 ∩23  . 40 1

‥
‥

災 害 復 旧 事 業 １　　　 １

��　
｜

巧3,3乃�

！
ｌ公　　 債　　 費 �18.297 ��1 9 , 0
ａ積　　 立　　 金1　　800 ��200 言皿,02
投 資、 出 資 金 �5  , 2 ] 6�216 �2 引 4 , 8

貸　　 付　　　金 �4,5 叩9
 , 8 引�4,500 �

０

繰　　 出　　 金 ��訓45 �二幻 4 , 5

予　　 備　　 費 �1  , 5 囲� 冂 叩 �1 5
歳　 出　 合　 計1569‘000 ��393 . 673�乢5

Ｓ　　　　　 ．ＵＩ’’ ’ ’　 ’　　　　　　　　　　 ’

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

（
三
月
中
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
　

敬
称
略
す
）

死
亡
日
　

氏
　
　
　

名

年
令

住
　
　
　
　
　

所

２
、
2
9
　阿
部
　

フ
サ
　
6
6
　大
木
戸
舘
3
5

3
、１
　

花
輪
　

ヨ
シ
　
6
5
　藤
田
　

太
子
堂
1
9の
２

３
　

安
彦
　
充
栄
　
6
0
　山
崎
　

水
門
4
2

3
　
渡
辺
（

ツ
イ
　
7
3
　藤
田
　

南
２

４
　
岡
田
ヨ
シ
ノ
　
8
0
　貝
田
　

寺
脇
５

７
　

松
浦
　
藤
雄
　
2
9
　光
明
寺
車
誹

1
0
　松
浦
　
浩
子
　
２
　
石
母
田
上
原
3
8

叫
　
吉
田
　
正
一
　
6
9
　山
崎
　
舘
3
6

2
0
　徳
江
宗
兵
衛
　
4
9
　徳
江
　

舘
2
5

2
4
　谷
口
亀
之
助
　
8
3
　森
山
　
堀
の
内
2
7

谷
ロ
　
ト
キ
　
7
3
　森
山
　

堀
の
内
2
7

2
4
　関
口
伝
之
助
　
6
9
　泉
田
　
川
南
5
4

2
6
　野
村
　

マ
ツ
　
7
8
　小
坂
　
板
橋
2
3

2
9
　内
村
　
　
正
　
口
　

藤
田
　

滑
沢
コ
3
6

3
0
　佐
久
間
正
代
　
6
6
　塚
野
目
金
屋
回



か
が
叮
の
古
墳

奈

良

県
明

日

香

村

高
松

塚

古

墳

に
極

彩

色

の
壁

画

が
出

た

と

か
、

大

阪
府

玉

手

山

安

福
寺

横

穴

に

六
、

七

世
紀

の

線

刻

壁
画

が
見

付

か
っ

た

と
、

こ

の

と
こ

ろ

古

墳

ブ

ー

ム
を

ま

き

起
し

て

る

。

そ

れ
に

よ

っ
て

わ

が
国

の

歴

史

が
書
き

替
え

ら

れ

る

ぐ

ら

い
重

大

な
で

き

事

だ

と
い

う
。

古
代

の
歴

史

を

知

る
上

に
そ

れ

ほ

ど
大

切
な
古

墳

が
、

わ

が
町

に
は

ど

う
な

っ

て

い

る
の

か
。

町

史

諞

に
づ
削
で

は
今

、

そ

れ

ぞ

れ
専

門

の
学

者

達

に
仏

帆

し

て

調
喪

巾

な
の

で

、

近

く
発
川

さ

れ

る
資

行

諞
を

通
し
七

州

ら

か

に

さ
れ

る
も

の

恚
田
嘗
ノ

（
ｔ
）
塚

野

口

古

墳

群

塚
野
川
に
は
廿
か
ら
四
十
八

塚
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

が
、
そ
の
大
部
分
は
開
剖
さ
れ

て
田
州
や
果
樹
園
と
な
り
、
つ

ぶ
さ
れ
て
家
屋
敷
と
な
っ
て
い

る
。
昨
年
現
状
調
査
を
し
か
と

弓

犬

形
の
残
っ
て
い
る
も
の

七
基
を
含
め
て
所
在
地
が
確
認

さ
れ
た
も
の
三
十
三
基
、
他
の

十
五
基
は
不
明
で
あ
る
。
現
存

す
る
も
の
の
う
ち
、
円
筒
埴
輪

を
伴
な
う
古
墳
と
し
て
全
県
的

に
有
名
な
の
が
八
幡
塚
古
墳
、

そ
れ
に
次
ぐ
の
が
錦
木
塚
、
こ

れ
は
去
る
三
月
測
量
調
査
の
際

刈
払
っ
て
清
掃
し
て
み
た
と
こ

ろ
、
数
十
年
前
盗
掘
し
た
ま
ま

の
惨
状
が
現
れ
た
。
横
穴
式
石

室
古
墳
で
あ
る
。
こ
の
外
こ
の

古
墳
群
か
ら
は
刀
剣
、
須
恵
器

石
製
模
造
品
、
曲
玉
な
ど
貴
重

な
資
料
が
出
土
し
て
い
る
の
で

有
名
で
あ
る
。

④
堰
下
古
墳

板
橋
住
宅
が
建
て
て
あ
る
あ

た
り
に
幾
つ
か
の
古
墳
が
あ
っ

た
と
伝
え
ら
れ
、
そ
の
一
つ
が

今
熊
野
神
汢
朧
内
と
な
っ
て
残

っ
て
い
る
。

昨
年
五
月
発
掘
調
査
を
し
て
縦

穴
式
石
仏
古
墳
で
あ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
、
か
っ
て
剣
、
鏡
が

出
土
し
、
最
近
宅
地
造
成
の
際

は
立
派
な
埴
輪
や
石
器
が
あ
ら

わ
れ
た
の
で
俄
然
有
名
に
な
っ

た
。

④
森
山
古
墳
鑽

今
の
上
野
原
に
た
く
さ
ん
あ

っ
た
上
野
古
墳
群
の
一
部
で
、

長
栄
寺
裹
の
段
丘
斜
面
に
四
基

残
っ
て
い
る
。
昨
年
八
月
発
捐

調
査
の
結
果
四
今
墳
か
ら
古
刀

二
振
、
銀
製
耳
輪
二
個
を
伴
な

う
横
穴
式
石
室
古
墳
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
、
地
区
民
の
熱
烈

な
要
望
に
よ
り
完
全
な
保
存
施

設
と
し
て
立
派
な
莅
屋
を
つ
く

ら
れ
た
こ
と
は
当
時
の
各
新
聞

に
よ
っ
て
報
道
さ
れ
た
。
残
る

二
基
の
ケ
ち
に
も
石
室
か
お
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

④
そ
の
他

大
杢
尸
に
は
遠
光
原
か
ら
字

馬
捨
に
か
け
て
た
く
さ
ん
の
古

墳
が
あ
っ
た
が
殆
ど
開
墾
さ
れ

て
一
基
だ
け
殘
っ
て
い
る
。
ま

た
厚
樫
山
裾
野
一
帯
に
凝
灰
岩

層
を
利
用
し
た
横
穴
古
墳
が
た

く
さ
ん
あ
っ
た
え
ぞ
穴
と
称
す

る
も
の
は
み
な
古
墳
で
あ
る
。

字
硯
石
に
も
あ
っ
た
と
い
う
が

み
な
こ
わ
れ
て
い
る
。

西
大
伎
の
大
壇
は
み
ご
と
な
。

古
松
を
頂
い
た
円
墳
で
あ
っ
た

が
、
戦
時
中
い
も
む
ろ
を
掘
っ

た
た
め
枯
れ
て
し
ま
っ
た
と
い

う
、
ま
こ
と
に
惜
し
い
こ
と
を

し
た
も
の
で
あ
る
。

さ
っ
と
数
え
た
だ
け
で
も
こ

ん
な
に
あ
り
、
石
磴
川
、
貝
田

、
光
明
寺
等
…
…
調
べ
れ
ば
ま

だ
ま
だ
あ
る
。

こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
古
墳
を

持
っ
た
町
村
が
他
に
あ
る
だ
ら

う
か
？
こ
れ
ら
の
古
墳
は
、
い

わ
ゆ
る
古
墳
時
代
と
い
わ
れ
る

六
世
紀
か
ら
、
飛
鳥
、
奈
良
時

代
の
七
・
八
世
紀
に
か
け
て
つ

く
ら
れ
た
ら
し
く
、
当
時
の
東

北
の
歴
史
を
解
明
す
る
に
ま
こ

と
に
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。・

道
路
や
工
場
を
つ
く
り
、
農
地

や
宅
地
を
開
発
す
る
こ
と
も
必

要
で
あ
る
が
、
一
た
び
破
壊
し

て
し
ま
え
ば
永
久
に
も
ど
ら
な

い
。
文
化
財
を
大
切
に
し
た
い

も
の
で
あ
る
。

（
鈴

木

）

入
会
の
か
す
す
め

郷
土
史
研
究
会
へ
ど
う
ぞ
／

「

わ

が
町

の

歴
史

を

知
ろ

う
」

そ

し

て

厂

。

コ

」
の
国

見

町

を
こ

よ

な

く
愛

す

る
」

た

め
に
、

わ

た

く
し

た

ち
は

、

昨
年

七
月

「

郷

土
史

研

究
会

」

を
つ

く

り
ま

し

た
。

こ

の

二
千
足
ら

ず

の
間

に
た
ど

っ

た
本

会

の
足

あ

と
、

そ

の
歩

み

は

ま
こ

と
に

さ

さ
や

か

な
も

の

で

は
あ

り
ま

し

た

が
、

わ
た

く

し

た
ち

は
、

にい
か

に
郷
土

を

理

解
し

、
歴

史

的

な
考

え
方

を

つ

か
み

得

た

か
、

こ

と
ば

に
つ

く

せ

ぬ
ぐ

ら
い

大

き
な

も
の

が
あ

っ
た

と
思

い

ま
す

。
県

内

は

も

ち
ろ

ん

、
国
内

の
遺

跡
発

掘

の

ニ
ュ

ー
ス
な

ど
見

聞
す

る

と

き

の

わ

た
く

し

た
ち

の
受

取

り
方

は
だ
い
ぶ
変
っ
て
き
た
と
思
わ

れ
ま
す
。

わ
た
く
し
た
ら
ば
、
更
に
一

層
の
力
を
入
れ
て
所
期
の
目
的

に
向
っ
て
進
む
た
め
に
、
一
人

で
も
同
志
の
多
く
な
る
こ
と
を

望
み
、
新
年
度
を
迎
え
る
に
当

り
、
新
し
い
会
員
の
お
入
り
く

だ
さ
る
こ
と
を
お
勧
め
い
た
し

ま
す
。

入
会
ご
希
望
の
方
は
、
申
し

込
み
書
に
年
会
費
三
〇
〇
円
を

添
え
方
部
役
員
に
お
届
け
く
だ

さ
い
。
会
員
に
な
ら
れ
た
方
は

本
会
主
催
の
各
種
行
事
に
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
昨
年

行
わ
れ
た
事
業
は
次
の
よ
う
な

も
の
で
、
今
年
は
更
に
み
ん
な

に
よ
ろ
こ
ぱ
れ
る
も
の
が
用
意

さ
れ
て
い
ま
す
。

ｄぎ
口

一
、
講
演
会

庄
司
、
梅
宮
、
吉
田
、
秋
山

な
ど
一
流
の
先
生
方
を
お
招

き
し
て
信
達
の
百
姓
一
揆
の

話
や
古
代
の
歴
史
と
文
化
財

の
話
な
ど
お
も
し
ろ
い
お
話

を
お
き
き
し
ま
し
た
。

二
、
史
跡
探
訪

仙
台
・
多
賀
城
方
面
や
白
河

関
跡
・
圉
湖
な
ど
有
名
な
史

跡
を
見
学
俔
察
し
ま
し
た
。

三
、
歴
史
・
良
俗
資
料
展
示
会

町
の
文
化
祭
い
二

矚
と
し
て

珍

ら
し

い
各
種

資
料

を
あ

つ

ぬ

て
展
示

し

た
り

、
各
区

長

さ
’ん
か

ら

昔
の
絵
地

図
を

お

借
り

し

て
展
示

会

を
開

き
ま

し

た
。

四
、

遺
跡

の
発
掘

調
査

に
協

力

今

町
で

は

、
町

史

編
さ
ん

の

資

料

あ
つ

め
の
た

め
町
内

の

遺

跡
の

発
堀
調

査
や
古
文

書

の

採
訪

を
行

な
っ

て
い

ま
す

示

、
会

員
は

進
ん
で

こ

れ

に

協

力
し

な

が
ら
、
自

分

た
ち

の

勉
強

に
資
し

て

い
ま

す
。

遺

跡
発

掘
調

査

だ
け
で

も
七

圓

も
協

力
し

ま
し

た

。

お
め
て
と
う
こ
ざ
い
ま
す

（

三
り

申
出

京
回
二
叉

牡

牛
万
　

敬
称
略

す
）

出

生

凵
　

氏
　
　
　

こ
い
　
親

乱
・
几

ぺ
柄
　

住
　

所

２

、
涓
　

安
達
　

加
也
　

正

騎

の
３

男
　

藤

出
鶉
町

二
2
7

2
2
　
高
橋
　

忠
一
　

朝

幸

の
長

男
　

山
崎

曲
田
2

2
3
　
佐
久
間

京

子
　

幸

司

の
長

女
　

森
山

上
野

台
2

2
3
　
高
野

ゆ

か
ｙ
　

伊

勢
男

の

長
女

鳥
取

サ
イ

カ
チ
沢
1
2

2
6
　
菅
井

い

づ
み
　

憲

三

の
３

女

藤

田
一
丁

田

三
1
2の
１

３

、１
　

佐
藤
　
　

寛
　

邦

治

の

り乙
男
　

石
母

田
深

田
ア

の
２

３
　

筒
橋
　

広
美
　

善

勝

の
長

女
　

山
崎
下

川

前
1
6

3
　

後

藤
　

正
則
　

正

岫
の
長

男
　

高

城
田
中

五

３
　

佐
藤
　

弘
樹
　

淳

一

の
長

男
　

森

山
東
新

計
3
2

4
　

安

藤
　

聡
史
　

信

晴

の
長

男
　

小

坂
北

畠
5
7

5
　

斎

藤
　

幸

雄
　

正

二

の
長

男
　

徳
江

舘

ヶ
崎
2
0

5
　

南
　
　

弘
美
　

金

作

の
長

女
　

徳
江

拾

俵
橋
１

６
　

榊
　

栄

美

子
　

友

一

の
長

女
　

藤
田

南
6
2

8
　

斎

藤
　

智

美
　

真
利

の
長

女
　

貝
田

山

ノ
神

前
5
0

9
　

宍

戸

’
絵

美
　

文

秋

の
長

女
　

山
崎

北

古
舘
８

卜

よ
遅
藤

｀
功

一
　

久

幸

の
長

男
　

森
山

東

国
見
3
6

1
4
　小

野
　

広
子
　

利

一

の
２

女
　

森

山
辻

西
1
0の
3

1
4
　
佐

藤

゛
啓

紀
　

啓

次

の
２

男
　

貝
田

寺

脇
1
5の
2

1
6
　斎

藤
　

一

明
　

金

夫

の
長

男
　

小

坂
小

坂
1
9



東
北
の
歴
史
解
明
に
ひ
と
役

掘発群跡窯の代時良奈

昨

年
秋

の
あ

る
日

「

先

生
ｉ
二
」
ん
な

も

の

が

あ

っ

た
」

と
い

っ
て

、

土

器

の

破
片

十

数
個

を

大

き

な

ビ

ニ

ー
ル
袋

に

入

れ

、

教
育

委

員
会

に

持

込

ん

で

き
た

人

が

あ

っ

た

。

見

る

と
、
大

木

戸

字

高

橋

の
松

浦

悦
治

さ
ん

、
通

称
「

新

つ
つ

み
」

の

水

を
抜

い

た

の

で

そ

の

ほ

と
り

を

歩

い

て

い

た

ら

水

ぎ
わ

に

あ

っ
た

の

で

拾

っ
て

き

た

と

し
う

。

た

ま
た

ま
町

史
纈
匸

資

料

さ

が
し

で

血

ま
な
ｙ
」
に

な

っ
て

卜

た
事
務
局
で
は
、
早
速
下
検
分

し
か
と
ヤ」
ろ
、
ま
さ
し
く
酉
岸

二
爾
に
窯
砂
ら
し

卜
心
つ
か
お

る
。
念
の
た
め
県
史
誚
壮
言
の

目
黒
先
生
辛
同
緇
纂
晏
二
号
言

先
生
、
更
に
多
賀
城
の
工
藤
先

生
か
土
専
門
家
達
心
見
て
も
ら

っ
た
結
果
、
平
安
時
忤
初
め
の

窯
跡
で
あ
る
う
と
い
う
。
町
史

謳
纂
言
言

脯
い
ま
、
徳
汪
廃
寺

や
高
城
大
半
寺
、
石
母
田
正
玄

堂
な
ど
の
解
明
の
た
め
ぜ
ひ
そ

の
兀
を
熄
い
た
と
ｙ
」
ろ
を
見
付

け
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、

早
速
十
二
月
の
町
議
会
に
諮
っ

て
予
算
を
補
正
し
て
こ
）ら
い
、

先
囗
竹
の
内
遺
跡
と
共
に
四
十

六
年
度
内
心
発
擺
調
査
を
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

発

掘

は
三

月
十

五
日

か
ら

一

週
間

、
宮

城

県
多

賀

城

跡
調

査

研

究
所

の
工

藤

雅

樹
技

師

を

担

当
者

に

、

桑
原

、
進
藤

、
小

松

高

野
各

氏

を
調

査

員
に

依
頼

し

尚

補
助

員

と
し

て

地
元

大

杢

尸

区

（

山
根

、
大

木
戸

両

部

落

）

民

の

応
援

を
求

め

た
。

コ
わ
れ

ら

の
遺

跡

は

わ
れ

ら
の

手

で

保

護

顕
彰

す

る

ん
だ
」

…

…

と

い

う

大

杢

汗

疣
と
い

う

か
、

部

落

民

の
執

念

と

い
う

か

、
連

日

多

勢

の

旦
那

さ

ま
方

が
出

動

し

て

熱

心
に
協

力

し

、
婦

人

だ
ら

け

交

互

に
出

て

具
食

や

お
茶

の

接

待

を

し

て
く

れ

た
の

は

ほ
ん

と

う
に

頭

が
さ
か
っ

か
。

そ
の

至

誠

が
天

心
通

じ

た

も
の

か
刧

囗

か
ら

す

ば
ら

し

い
遺

物

が

あ
ら

わ

れ
た

。

Ｔ

」
れ
は

奈
良

時
代

の

も

の

だ

」

コ

時

代

さ
か

の

ぼ
る

…
…

」

｛
。才

賀

城

と
罔
匸

七

の

参

上

し

ろ
う

と

か
ら

見

れ
ば

な
ん

の

⊃

ん
て

つ
七

な

い
土

器

の

か
け

ら
を

丹

念

に
調

べ
な

が

ら

、
移

植

ベ

ラ
や
竹

ベ

ラ
で

慎
玉

目

狃

っ
て

い

く
の

だ
。

大
半

は
築

堤

工
半

や

そ
の

後

の
水

蝕

で
削

り

瑕
ら

れ

て
い

る

が

、
蝠

一

メ

ー

ト

ル
半

、
長

さ

六
～
ハ

メ
ー

ト

ル
の

窯

跡

加
四

つ
現

れ

た
。

い
づ

れ

も

、
ま

っ

か
に

焼
け
ｍ

ま
っ

た

底
や
匹

見

、
天

井

の

｝

部

も

頤

っ
て

、

あ
り
し

日

の

窯

の

姿

が
怙
①

す

る
。

三

つ
は

卜

ン
ネ

ル
式

、

一
つ

は
半

地
下

弍

と

呼

ば

れ
る

も
の

と
の

こ

と
。

こ

れ
ら

の

中
平

付
近

か

ら
茶
にわ

ん

、
皿

、

つ

ぼ
な

ど
の

破
片

、

更

に
平

安
時

代

の
も

の

と
巫

わ

れ

る
土

器

の
破

片
七

数
多

発

見

さ
れ

た

と
こ

ろ

か
ら

、
奈

良
時

代

か

ら
平

安

時
代

に
か
け
て

大

規

模

な
焼

き

物
を

忤

っ
た
部

落

の

存

在

が
推

定

さ
れ

る
。

ｙ
」
う
し

て

全
体

の
姿

が
現

れ

九
十

九
日

の

午
後

二
時

か
ら

現

地

説
明

会

を

開
き

、
担
当

者
工

藤

先

生

か
ら

く

わ
し
い

説
明

が

あ

っ

た
。

先

生
の

話

に
よ

れ
ば

、
東

北

地
方

で

奈
良

時
代

に
属

す
る
須
恵
韭
窯
跡
と
し
て
は
宮

城
県
涌
谷
町
長
根
窯
跡
、
同
匸

く
鉋
㈲
村
日
の
出
山
窯
、
そ
れ

に
福
島
県
で
は
福
島
市
小
倉
寺

高
畑
窯
跡
、
関
東
地
方
を
含
め

て
数
例
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い

と
い
う
。

そ
の
脉
脉
で
今
回
調
杳
し
た

大
木
戸
窯
跡
群
眸
東
北
の
歴
史

を
夘
る
上
に
貴
重
な
遺
跡
で
あ

っ
て
、
国
見
町
史
繼
纂
に
あ
た

っ
て
こ
の
よ
う
な
遺
跡
が
発
見

調
査
研
究
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

は
ま
こ
と
に
意
義
あ
る
こ
と
と

い
う
べ
き
で
あ
る
。（
鈴
木
）

青
年
学
級
で
活
動

し
て
み
ま
せ
ん
か

青春をづかに生 きよう

昭
和
四
十
七
年
度
の

青
年
学
級
を
次
に
よ
り

開
設
い
た
し
ま
す
。

１
　

町

内

に

在
住

し
勤

労

に
従

事
し

て

い
る

匹
才

ま

で

の
青

年

が

豊

か

な
朧

養
と

、
與

生

活

目
必
要

な

知
識

技

能
の

習
碍

を
ば
か

る

た

め
に
開

設

す
る

っ
乙
　
開
講

期
間

昭

茆
四

十

七
年

四
月

か

ら
四

十

八

年
三
月

ま

で

３
　

開

設
場

所

国

見
匸

公
民

館

（
言

祉

セ

ン

タ

ー
）

斗
　

申

し

込
み

は

四
月

二

十
囗

寸

气

く
わ

し

く
は
公

民

館

に
問

し
合

わ
せ

く
だ

さ
い

ス
ポ
ー
ツ
障
害
保
険
に

加

入

し
ま

し

よ

う

ま
ず

ス
ポ

ー
ツ
を

や

る

に

は
障

害

保
険

心
入

り

止
し

よ

う
。

ｙ
」
の

保
険

は

、

ス
ポ

ー
ツ
団

体

、
そ

の
他

の
社

会

教

育
関

係

団

体

（
青

年
団

、
婦

人
言

、
子

ど
も
五
言
　
ス
ポ

ー
ツ

愛

好
会

、

ス
ポ

ー
ツ
很

興

会
）

の

う

ち
十

名
砠

上

の
ぽ

体
員

で

構

成

さ
れ

活
動

し

て
い

る
団

体

が
対
欸

に

な
り

ま
卞

。

保
険
料

は

年
間

一

人

一
〇

〇
円

で

保
険
金

は
団

体

言

動
士

（

ス

ポ

ー
ツ

佶
動

心
限

石

ず

）

に
韭

っ

た
事
故

に
対

し

最

高

三

十
万

円

、
最
崕

一

日
三

〇
〇

円

の
医

療

保
険
金

小

支
給

さ

れ

ま
す

。

く

わ
し

く
は
公

民

館

（

福
し

セ

ン

タ

ー
）

に

問

い
合

わ

せ

て

く

だ

さ

卜
。

役
場
で
人
事
異
動
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
（
上
は
新
下
は
旧

）

企

画

言

言

長
　
　
　

助
　

役
　

兼
　

拮

々
　

企

画

係

長
　
　

赤
　

坂
　

正
　

勝
　

総

務

課

企

画

係

長

々
　

企

画

係

⊇
Ｉ
杳

）
佶
　

水
　

良
　

男
　

税

務

課

賦

課

係

ク
　

个

川

係
　
　
　

佐

久

間
　

偕
　

明
　

総

務

課

企

画

係

総

務

課

財

政

係
　
　

八
　

巻
　

八

十

八
　

夕
　
　
　
　
　
夕

夕
　
　
　
　
　
夕
　
　
　
　
　
　
　後
　

藤
　

美

枝

子
　

教

委

会

社

会

教

育

係

ク
　

文

言

係
　
　
　

安
　

藤
　

信
　

男
　

総

務

課

財

政

係

夕
　
　
　
　
　
夕
　
　
　
　
　
　
　菅
　

髟
　

恵
　

子
　
（

新

規

採

用

）

税

務

課

半

径

係
　
　

吉
　

田
　

侫
　

匸
　

総

務

課

文

書

係

住

民

課

保

健

係
　
　

武
　

田
　
　
　

ヨ
　

（

新

規

採

用

）

産

業

課

産

業

係
　
　

八
　

島
　

萸
　

雄
　
（

ク
　
　
　

）

水

道

課

水

道

係
　
　

佐
　

藤
　

幸
　

江
　

（

ク
　
　
　

）

教

委

会

町

夾

纈

さ

ん

渡
　

部
　

正
　

侫
　

県

北

中

学

校

夕
　

社

会

水

育

係
　

吉
　

田
　

美

代

子
　

総

務

課

文

書

係

ク
　
　
　
　
　
タ
　
　
　
　
　
　
　渋
　

谷
　

和
　

洋
　

住

民

課

保

健

係

保

育

所

保

母
　
　
　

後
　

藤
　

登

美

子
　

（
新

規

採

用

）

教

委

会

倥
会

教

育

係

二
王
査

）
　
佐
　

野
　

貞
　

治

あ
つ
か
し
俳
句
会
（
三
月
十
八
囗
）

兼

題
　

】－
水

温

牡

」
　
　「

春

め
く
」
　

席

題

二
卒
罘

」

※
　
　こ

と
冬

を
越

し

て
幃

家

砂
水
温

打
　
　
　

牛
田
　

灰

鳥

※
　
　蓮

吟

才
の

う
二

吉
で

上
み

ぬ
水
温

打
　
　

奥
山
　

甲

二

※
　
　春

め
く
や

北
の

山
脈

見

て
飽

か
す
　
　
　

斎
藤

黄

鶴

楼

栄
　
　万

象

の
息

吹
き

を
肌

に
春

め
け

り
　
　
　
　
　

一
　

陽

や
　
醐

さ

い
の

媼
犬

近

く
に
春

め
け
り
　
　
　
　
　
　

脂
か
子

※
　
　憶

い
出

を

た
ぐ

り
耿

か

目
春

め
け

り
　
　
　
　

⑤
　

ユ

米
　
　せ

り
板

心
な

ま
こ

み
に

く
し

春

め
言

ぬ
　
　
　

正
　

雄

姙
　
　春

め
く
平
日

向

心
ｙ
プ
つ
ぐ
子

猫
　
　
　
　
　
　

正
　

一

米
　
　視

野

遠
く

橋
架

の

見
え

て
春

石
け

り
　
　
　
　

廁
　

仏

姙
　
　春

め
く
や

よ

ち
く

と

径
言

言
リ
で
　
　
　
　

雨
　

田

※
　
　⑤
圉

亀
過

去

に
巾

壮
春

め
け

り
　
　
　
　
　
　

蒻
　

水

米
　
春

め
く
辛
神

心
参

ず
る

手

捉

言
ふ
　
　
　
　
　

山
　

月

※
　
　卒

業

叩

不
ク
ク
イ
着

け

て
母

に
圓

ふ
　
　
　
　

泰
　

山

米
　
　水
温

打
団

地
の
孫

を

思

卜
け

り
　
　
　
　
　
　

夢
　

泉

米
　
よ

つ

つ
く

平
お
い

て
山

出
水

温

打
　
　
　
　
　

吐
　

絹

米
　
　吾

心

玄

脂
希
望

多
小
Ｏ

子

卒

業
期
　
　
　
　
　

貞
　

岫

※
　
　春

め

く
や
群

が
る
ひ

卜
こ

Ｉ
の
円

な

眸
　
　
　
　

は
る

子

米
　
　新

聞

を
配

る
動

今

回
春

レ・
言

ぬ
　
　
　
　
　
　

幵
　

予

姙
　
　水
車
小

屋

今
江

主

な
く

水
温

打
　
　
　
　
　
　

昭
　

子

米
　
　春

め
け

ば
風

の

か
や

ま
し

以

独
の

夜
　
　
　
　

え
　

い

※
　
　春

め
く
や

く

ず
り

や
若
し

］

辻
　
　
　
　
　
　

秋
　

子

米
　
　春

め
く
や

地
蔵

の
頭

布

う
し

ろ
圜

く
　
　
　
　

栄
　

予
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